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例 会 第１３５０回 新年賀詞交換会/小杉苑 

ソング 君が代・手に手つないで ：ソングリーダー 加藤智之君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊芳隆君 

 

新年明けましておめでとうございます。 

藤枝南ロータリークラブの渡邊です、旧年中は藤

枝クラブ、藤枝南クラブの皆様には大変お世話に

なりました、今年もよろしくお願いします。 

2020 年は、東京で 2 回目のオリンピックが開催さ

れ、日本にとって大きな節目となります。また、

今年は「子年」で再び新しい十二支のサイクルが

スタートする年でもあります。 

そして、新しい運気のサイクルの始まりです。植

物に例えると成長に向かって種子が膨らみ始め

る時期であり、未来への大いなる可能性を感じさ

せます。 

また、ネズミは「ネズミ算」と言う言葉があるほ

ど、子どもをどんどん生んで数を増やして行くこ

とから「子孫繁栄」の象徴でもあります。 

株式市場にも「子年は繁栄」という格言があり、

株価が上昇する傾向があると言われています。

2020 年の東京オリンピック.パラリンピックによ

る経済効果を考えると、その格言もあながち間違

いではなさそうです。 

子年に起こった出来事は、1960 年にカラーテレビ

の本放送がスタートし、令和天皇がお生まれに成

られた年です。 

1972 年は、田中角栄首相が訪中し北京で周恩来首

相とともに「日中共同声明」に署名をし敗戦後 27

年にわたり断絶していた国交が回復しました。も

しこの署名が無かったら今のように中国人観光

客が日本に訪れることはなかったでしょう。 

私事ですが、この 7 年後、新婚旅行で北京を訪れ

ました。 

また、アフリカの 17 か国が一斉に独立を果たし

たので「アフリカの年」とも呼ばれています。 

1984 年は、「グリコ.森永事件」が起きた年です、

江崎グリコ社長の誘拐事件に始まり放火や毒入

り菓子のばらまきに発展し、警察側は犯人を名乗

る「かい人 21 面相」と何度も接触したにも関わら

ず度重なる失態により取り逃がしており、いまだ

に多くの謎が起こる事件です。 

1996 年には、羽生喜治が 25 歳の若さで史上初の

将棋タイトル七冠独占を達成しました。 

2008 年は、日本人としては史上最多の 4 人(南部

楊一郎博士.小林誠博士.益川敏英博士.下村修博

士)がノーベル賞を受賞しました。 

そして、ことし 2020 年は東京オリンピック.パラ

リンピックが開催されます、われわれロータリア

ンも奉仕の期会が増えることでしょう、令和 2 年

が藤枝ロータリークラブ.藤枝南ロータリークラ

ブがますます発展し、また本日、ご参会の皆様が

ご健勝、ご多幸でありますようお祈り申し上げま

して、わたくしの挨拶とさせて頂きます。 

 

 

 

 



 
 

■ 藤枝 RC 会 長 挨 拶     大塚高弘君 

あけましておめでとうございます。本年も宜しく

お願いします。 

藤枝南ロータリークラブの皆さんには、日頃より

藤枝ロータリークラブへのご理解とご協力を賜

り、この場を借りて厚く御礼申し上げます。また、

今年も変わらぬご支援を賜りたくお願い申し上

げます。 

更に、本日の例会を企画設営していただきました、

南クラブ渡辺会長、森竹幹事並びに担当委員会の

皆様、誠にありがとう御座います。本日はお世話

になります。 

さて、藤枝ロータリークラブは、昨年の１２月に

年次総会を開き次年度（2020 年～2021 年）の会

長、幹事、副会長、副幹事が承認されました。次

年度会長に玉木潤一郎君、幹事に鈴木邦昭君、副

会長・江﨑晴城君、副幹事・平野純也君、山田賀

昭君に決まりましたのでこの場を借りてお伝え

致します。また、次年度は藤枝ロータリークラブ

創立５０周年を迎える準備の１年となります。ど

うぞ、宜しくお願いします。 

私の任期も折り返しとなりました、あと半年間の

お付き合いを宜しくお願いします。 

私は仕事がら、どうも暦を見てしまいます。今年

の暦に書かれていたお話をします。 

今年は令和二年、閏年（うるうどし）下元（かげ

ん）七赤金星（しちせき きんせい）壁上土（へ

きじょうのつち）庚子（かのえ ね）の歳で十干

（じゅっかん）の庚（かのえ）が金星の陽であり、

12 支が子（ね）の水星の陽であるとこから変化や

改革を起こして時代を動かしていく人や物事な

どに注目が集まる歳と云われています。また、新

たな芽吹きと繁栄の始まりの年だそうです。 

納音の庚子（かのえ ね）は壁上土（へきじょう

のつち）で壁に塗られた土、左官が壁に泥を塗る

作業に例え、安易に事を運んではいけない、チー

ムワークの仕事である事から、「一人はみんなの

ために、みんなは一人のために」が今年の納音ポ

イントだそうです。 

結びに、両クラブの益々の発展と、ここにお集ま

りの皆様のご活躍、ご健勝、ご多幸をご祈念申し

上げ挨拶といたします。 

 

■ 出 席 報 告                

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

38／51 74.5％ 47／51 92.15％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君 ○伊藤彰君○大村君○桑原君○佐野裕君 

○佐野博君 ○鈴木照君 ○早川君 ○古川君 

○村松章典君 ○渡辺哲君 ○渡邊博君 江﨑君  

(２)メークアップ者  

朝比奈潔君（藤枝） 伊藤恒夫君（藤枝） 

桑原茂君（藤枝） 小林正敏君（藤枝南） 

望月誠君（藤枝南） 山田壽久君（藤枝南） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当／数野君) 

例会日 クラブ行事 摘要 

1/12-13 

第 1351 回 
U-サッカー大会 総合運動公園 

1/24（金)  

第 1352 回 
会員卓話 小杉苑 

1/31(金) 

第 1353 回 
早朝例会  

2/3（月） 

第 1354 回 
節分例会 成田山 


